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１．はじめに 

高速大容量の光ファイバ通信システムを構築

する際には多くの光デバイスが使用され、光フ

ァイバから出射されて広がった光信号を平行光

にする多数の光コリメータが用いられる．従来、

この光コリメータには GRIN レンズや非球面レン

ズ等が使用されている． 

 我々は、メカニカルな機構により光信号を操

作する光スイッチ等への適用を想定し、長い作

動距離を有する光コリメータを、屈折率が均一

で真球度に優れた球レンズを円筒状に精密加工

した D レンズを用いて試作した．この D レンズ

を用いた光コリメータの作動距離と挿入損失の

関係、及び反射減衰量について調査し、良好な

光学特性が得られたので報告する． 

 

２．試作・評価方法 

長い作動距離を有する D レンズは、屈折率が

均一な高屈折率光学ガラス（LaSF015）からなる、

真球度に優れた直径 5.5mm の球レンズを、図 1

に示すように、円筒部の直径が 1.25mm となるよ

うに精密加工し作製した． 

 上記の D レンズを用いて、長い作動距離

（150mm）を有する光コリメータを作製（最外

径：φ1.8mm）し、光学特性の評価を行った． 

挿入損失は LD 光源（λ:1550nm）とパワーメ

ータへそれぞれ接続して対向配置した 2 個の光

コリメータを、光学ステージを操作し、光学的

に調心した状態で測定した．また、反射減衰量

はリフレクトメータを用いて測定した． 

 

３．結果 

作動距離が 150mm となるように設定した光コ

リメータの作動距離と挿入損失との関係につい

ての測定結果データを図 2 に、反射減衰量につ

いての測定結果データを表 1 に示す．今回試作

した光コリメータは、作動距離 150mm 及び、そ

の作動距離の±15mm において、挿入損失が

0.3dB 以下であり、また、反射減衰量も 60dB 以

上あるという良好な結果が得られた． 

４．まとめ 

D レンズは光スイッチ等に用いる光コリメー

タ用レンズとして、非常に高性能であることが

確認できた． 
 D レンズを用いることによって最外径がφ

1.8mm と小型でありながら、150mm の作動距離を

有する光コリメータを作製することが可能とな

り、今後、狭ピッチの光コリメータアレーへの

応用が期待される． 

また、D レンズを V 溝等の整列部材に固定す

ることにより、更に狭ピッチの光コリメータア

レーも実現可能である． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
表 1 反射減衰量の測定結果 

図 2 作動距離と挿入損失との関係 

サンプル No. 1 2 3 4 平均 
反射減衰量(dB) 67.6 67.4 68.3 67.5 67.7 

図 1 試作したＤレンズの寸法図 

φ5.5 

φ
1
.
2
5
 

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

105 120 135 150 165 180

挿
入
損
失
（
d
B）

作動距離（mm）

127

C-3-27

2002 年電子情報通信学会エレクトロニクスソサイエティ大会




